
施
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
調
査
収
集
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
基
幹
研
究
「
日
本
古
典
文
学
に

お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
」
（
期
間
釦
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十
七
年
度
。
研
究
代

表
者
“
寺
島
恒
世
）
の
成
果
報
告
と
し
て
、
二
○
一
五
年
五
月
二
十
一
日
（
木
）
に
実

本
年
度
も
前
半
は
複
数
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
発
表
、
後
半
は
そ
れ
に
基
づ
く
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
通
例
の
形
式
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
今
回
は
冒
頭
に
本
研
究
の

企
図
や
内
容
に
つ
き
、
司
会
か
ら
概
要
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
時
間
を
設
け
た
。
研
究
目

的
や
研
究
分
担
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
等
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
発
表
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
聴
い
て
頂
き
、
以
て
後
の
討
論
に
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
を
期
し
て

の
こ
と
で
あ
る
。 文

芸
・
宗
教
に
お
け
る
九
州
ｌ
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
関
わ
り
か
ら
１

※

〔
基
幹
研
究
「
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
」
の
研
究
成
果
と
し
て
〕

升
キ
ー
ワ
ー
ド

基
幹
研
究
・
中
央
と
地
方
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
・
研
究
目
的
・
活
動
報
告

本
計
画
は
、
日
本
の
古
典
文
学
の
成
立
や
流
布
に
果
た
し
た
く
中
央
〉
と
（
地
方
〉

の
役
割
や
そ
の
相
関
に
つ
き
、
総
合
的
な
検
討
を
加
え
、
新
た
な
解
明
を
な
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
共
同
研
究
で
あ
る
。
古
代
の
『
万
葉
集
』
以
降
、
我
が
国
の
文
学
は
、
都

の
所
産
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
周
辺
地
域
か
ら
僻
遠
の
地
に
至
る
諸
国
と
の

関
わ
り
を
有
し
て
い
る
。
都
が
遷
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
中
央
〉
は
変
動
し
、
政
治
体
制

の
変
化
や
経
済
活
動
等
の
進
展
に
伴
っ
て
〈
地
方
〉
の
諸
国
も
変
容
を
重
ね
た
。
時
代

の
進
行
と
と
も
に
、
そ
の
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
は
、
往
還
が
活
発
化
し
、
以
て
多
彩

な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
。

流
動
す
る
社
会
に
お
け
る
そ
れ
ら
多
様
な
文
学
の
生
成
や
流
布
に
つ
き
、
本
研
究
で

本
基
幹
研
究
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
研
究
目
的

寺
島
恒
世
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右
の
目
的
の
も
と
、
本
研
究
で
は
、
研
究
分
担
者
の
分
担
を
次
の
通
り
と
し
、
グ
ル

ー
プ
及
び
個
人
ご
と
に
研
究
を
進
め
、
年
二
回
開
催
す
る
研
究
会
に
お
い
て
研
究
発
表

を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
議
論
す
る
と
い
う
形
で
進
め
て
き
た
。

は
、
可
能
な
限
り
広
い
時
代
を
視
野
に
収
め
、
ジ
ャ
ン
ル
も
韻
文
・
散
文
・
芸
能
、
さ

ら
に
は
仏
教
文
学
ま
で
を
対
象
と
し
て
解
明
を
施
し
、
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地

方
〉
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
こ
の
課
題
は
、
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
に
即
し

て
種
々
考
察
が
加
え
ら
れ
て
き
た
が
、
未
だ
通
史
的
、
傭
敵
的
な
解
明
は
な
さ
れ
て
は

い
な
い
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
そ
れ
ら
諸
研
究
を
総
括
し
つ
つ
、
具
体
的
に
文

献
資
料
調
査
を
中
心
と
し
て
、
異
な
る
時
代
・
地
域
・
資
料
を
対
象
に
、
方
法
・
観
点

・
立
場
等
を
異
に
す
る
多
様
な
事
例
研
究
を
展
開
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
作
業
を
通

し
て
、
当
該
課
題
の
新
た
な
解
明
を
目
指
し
た
い
と
考
え
る
。

東
京
へ
の
一
極
集
中
と
地
方
の
疲
弊
が
問
題
に
な
り
続
け
、
と
り
わ
け
、
先
般
の
東

日
本
大
震
災
以
降
、
〈
地
域
の
再
生
〉
の
課
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
折
か
ら
、

日
本
の
文
学
さ
ら
に
は
文
化
の
成
立
と
流
布
に
関
す
る
総
合
的
な
究
明
を
試
み
た
い
。

Ａ
関
東
地
区
担
当

①

Ｂ
四
国
地
区
担
当

（
ア
）
研
究
分
担

２
活
動
報
告

小
林
一
彦
・
石
澤
一
志
・
野
本
瑠
美
・
三
村
晃
功

小
林
健
二
・
福
田
安
典
・
岩
城
賢
太
郎
・
神
楽
岡
幼
子

第
二
回
（
二
○
一
三
・
一
二
・
二
五
）
）

Ｅ
妹
尾
好
信
「
仙
台
伊
達
藩
に
お
け
る
王
朝
文
学
享
受
ｌ
猪
苗
代
正
益
著
『
源
氏
栄

鑑
抄
』
を
中
心
に
ｌ
」

Ｃ
徳
岡
涼

Ｂ
福
田
安
典

Ｅ
事
例
研
究
担
当

Ｅ
佐
々
木
孝
浩

第
一
回
（
二
○
一
三
・
六
・
七
）

Ｄ
小
助
川
元
太
「
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
宗
家
文
庫
蔵
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
愚
童
記
』

Ｃ
九
州
地
区
担
当

Ｄ
寺
院
の
学
芸
担
当

（
イ
）
研
究
会
等
の
開
催

ａ
研
究
会
実
施
概
要

に
つ
い
て
」

「
室
町
後
期
地
方
武
士
の
和
歌
活
動
ｌ
大
内
氏
周
辺
の
和
歌
短
冊
と
そ

の
書
風
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

「
細
川
幽
斎
と
飛
鳥
井
家
」

「
伊
予
宇
和
島
藩
の
文
化
と
書
物
」

海
野
圭
介
・
鈴
木
元
・
徳
岡
涼
・
中
野
貴
文

齋
藤
真
麻
理
・
小
助
川
元
太
・
高
橋
秀
城
・
高
橋
悠
介
・
落
合

博
志（

Ａ
～
Ｄ
は
冒
頭
が
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

浅
田
徹
・
久
保
木
秀
夫
・
佐
々
木
孝
浩
・
妹
尾
好
信
・
小
山

順
子
・
寺
島
恒
世
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こ
れ
ま
で
の
各
発
表
は
、
い
ず
れ
も
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
分
析
と
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
一
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
課
題
に
関
す
る
有
益
な
提
言
が
な
さ
れ
た
。
以
下
、
そ

れ
ら
を
簡
略
に
紹
介
す
る
。

Ｄ
齋
藤
真
麻
理
「
『
諸
国
一
見
聖
物
語
』
考
ｌ
京
都
妙
顕
寺
と
津
島
妙
善
寺
ｌ
」

Ａ
小
林
一
彦
「
中
世
の
夫
木
和
歌
抄
」

第
四
回
（
二
○
一
四
・
一
二
・
二
二
）

Ａ
野
本
瑠
美
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
と
平
安
私
家
集
」

Ｅ
小
山
順
子
「
歌
枕
か
ら
名
所
へ
’
八
景
詩
歌
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

Ｄ
落
合
博
志
「
室
町
期
東
国
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
文
献
利
用
に
つ
い
て
１
日
澄
撰

『
法
華
経
啓
運
紗
』
を
例
に
ｌ
」

第
三
回
（
二
○
一
四
・
五
・
三
○
）

Ｅ
久
保
木
秀
夫
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
と
永
青
文
庫
蔵
幽
斎
本
歌
合
集
」

Ｃ
海
野
圭
介
「
眠
江
入
楚
の
諸
問
題
」

Ｄ
高
橋
悠
介
「
称
名
寺
の
千
字
文
説
草
に
つ
い
て
ｌ
「
椙
本
」
関
連
の
説
草
を
中
心

に
ｌ
」

ま
ず
、
本
文
（
テ
キ
ス
ト
）
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
小
助
川
元
太
氏
（
第
一
回
り
）

ｂ
研
究
発
表
概
要

は
、
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
宗
家
文
庫
蔵
本
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
愚
童
記
』
が
、
〈
中

央
〉
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
主
に
、
対
馬
と
い
う
土
地
に
即
し
た

変
容
の
実
態
を
報
告
さ
れ
た
。
小
林
一
彦
氏
（
第
二
回
Ａ
）
は
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
の

成
立
・
流
布
等
多
様
な
問
題
を
扱
わ
れ
、
特
に
所
収
歌
に
東
国
ら
し
い
表
現
・
現
実
生

活
に
即
し
た
素
材
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
本
書
が
秘
蔵
さ
れ
、
流
布
し
な
か
っ
た
可
能

性
に
説
き
及
ば
れ
た
。
野
本
瑠
美
氏
（
第
四
回
Ａ
）
も
、
同
じ
く
『
夫
木
和
歌
抄
』
を

対
象
に
、
藤
原
為
家
・
為
相
関
与
説
の
検
証
の
た
め
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
利
用
さ
れ

た
私
家
集
に
冷
泉
家
本
を
含
む
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
導
い

て
、
小
林
氏
と
は
別
の
角
度
か
ら
成
立
論
の
問
い
直
し
を
迫
ら
れ
た
。

寺
院
の
学
芸
関
係
で
は
、
高
橋
悠
介
氏
（
第
三
回
り
）
が
、
「
説
草
」
と
い
う
希
少

な
文
献
を
紹
介
・
分
析
さ
れ
、
鎌
倉
に
地
に
お
け
る
そ
の
享
受
の
在
り
方
か
ら
、
京
や

南
都
の
利
用
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
導
か
れ
た
。
ま
た
落
合
博
志
氏
（
第
四

回
り
）
は
、
日
澄
撰
の
『
法
華
経
啓
運
紗
』
の
詳
細
な
分
析
か
ら
、
東
国
に
お
い
て
仏

教
関
係
の
テ
キ
ス
ト
が
い
か
に
流
布
し
た
か
に
つ
き
、
実
態
を
検
証
さ
れ
た
。

関
係
の
テ
キ
ス
ト
が
い
か
に
流
布
し
た
か
に
つ
き
、
実
態
を
検
証
さ
れ
た
。

に
資
す
る
種
々
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

佐
々
木
孝
浩
氏
（
第
一
回
Ｅ
）
は
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
大
島
本
『
源
氏
物
語
』

の
筆
者
特
定
の
課
題
に
つ
き
、
大
内
氏
周
辺
の
三
百
枚
を
超
え
る
短
冊
の
筆
跡
、
及
び

書
流
の
分
析
と
い
う
新
手
法
を
通
し
、
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
文
化
交
流
の
実
態
を

解
明
さ
れ
た
。
徳
岡
涼
氏
（
第
一
回
Ｃ
）
も
、
資
料
の
分
析
か
ら
、
細
川
家
と
飛
鳥
井

家
が
地
理
的
に
遠
い
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
極
め
て
深
い
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
が
蹴
鞠
家
維
持
を
狙
い
と
し
た
経
済
的
な
背
景
を
有
す
る
文
化
交
流
で
あ
る
こ
と

そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
発
展
し
て
文
化
交
流
の
解
明
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を
解
き
明
か
さ
れ
た
。
久
保
木
秀
夫
氏
（
第
三
回
Ｅ
）
は
、
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
の

実
態
の
追
究
と
い
う
長
ら
く
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
課
題
に
即
し
、
幽
斎
本
を
親
本
、

禁
裏
本
を
祖
本
と
す
る
書
承
関
係
を
有
す
る
本
文
の
事
例
か
ら
、
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉

の
双
方
向
に
向
か
う
伝
播
の
実
態
を
明
示
さ
れ
た
。

一
方
、
海
野
圭
介
氏
（
第
三
回
Ｃ
）
は
、
『
眠
江
入
楚
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格

や
通
勝
講
釈
と
の
関
係
、
成
立
状
況
等
を
論
じ
ら
れ
た
上
で
、
書
物
の
形
式
に
関
す
る

新
た
な
推
論
を
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
諸
抄
集
成
」
と
い
う
一
書
で
諸
説
の
把
握
が

可
能
な
形
式
は
、
書
物
の
移
動
の
際
に
紛
失
を
伴
い
や
す
い
こ
と
に
拠
る
と
す
る
、
文

化
の
〈
中
央
〉
か
ら
〈
地
方
〉
へ
の
移
動
を
踏
ま
え
た
創
見
で
あ
る
。

妹
尾
好
信
氏
（
第
二
回
Ｅ
）
は
、
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
を
繋
い
で
文
学
指
南
を
行

い
続
け
た
猪
苗
代
正
益
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
、
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
と
い
う
文
献
の
希

少
性
及
び
そ
の
仙
台
藩
内
に
止
ま
る
流
布
の
あ
り
か
た
か
ら
、
固
有
に
発
達
す
る
〈
地

方
〉
の
活
動
を
解
析
さ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
交
流
に
お
い
て
、
〈
地
方
〉
か
ら
〈
中
央
〉
へ
と
い
う
流
れ
も
指
摘
さ

れ
た
。
小
山
順
子
氏
（
第
四
回
Ｅ
）
は
、
日
本
の
八
景
詩
に
和
歌
の
伝
統
を
有
さ
ぬ
地

名
も
対
象
化
さ
れ
る
事
例
に
つ
き
、
「
歌
枕
」
が
〈
中
央
〉
か
ら
見
た
く
地
方
〉
の
名

所
で
あ
る
の
に
対
し
、
〈
地
方
〉
か
ら
そ
の
地
の
名
所
を
〈
中
央
〉
へ
発
信
す
る
仕
組

み
と
し
て
「
八
景
詩
」
を
捉
え
返
し
う
る
可
能
性
を
説
か
れ
た
。
ま
た
、
齋
藤
真
麻
理

氏
（
第
二
回
り
）
は
、
中
世
の
〈
地
方
〉
に
お
け
る
談
義
所
の
活
発
な
活
動
に
注
目
さ

れ
、
天
台
宗
・
日
蓮
宗
の
テ
キ
ス
ト
記
事
を
通
し
、
〈
中
央
・
地
方
〉
の
「
盛
衰
」
と

い
う
視
座
か
ら
、
衰
え
た
く
中
央
〉
の
代
替
を
〈
地
方
〉
の
談
義
所
が
果
た
す
役
割
を

説
か
れ
た
。

右
の
通
り
、
日
本
の
古
典
文
学
の
歴
史
と
そ
の
実
態
を
辿
る
と
、
特
に
中
世
以
降
は
、

社
会
・
経
済
構
造
の
変
化
と
と
も
に
、
〈
地
方
〉
は
〈
中
央
〉
と
の
間
に
多
様
な
関
わ

り
方
を
見
せ
、
伝
播
・
享
受
は
も
と
よ
り
補
完
の
機
能
を
も
果
た
す
と
い
う
、
き
わ
め

て
興
味
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
く
る
。

な
お
、
近
世
以
降
、
京
と
大
坂
・
江
戸
の
三
都
の
問
題
を
は
じ
め
、
〈
中
央
〉
と
〈
地

方
〉
は
、
さ
ら
に
種
々
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
続
け
て
い
る
が
、
本
基
幹
研

究
で
は
、
中
世
ま
で
を
一
応
の
範
囲
と
定
め
、
考
察
を
重
ね
て
い
る
。

最
後
の
宇
和
島
に
お
け
る
企
画
は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
四
国
地
区
担
当
）
に
よ
っ
て
準

備
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
小
林
健
二
氏
・
岩
城
賢
太
郎
氏

第
五
回
（
二
○
一
五
・
五
・
二
二
）

Ｅ
浅
田
徹
「
能
因
「
東
国
風
俗
五
首
」
を
読
む
ｌ
地
方
へ
の
ま
な
ざ
し
ｌ
」

Ｃ
中
野
貴
文
「
蓮
田
善
明
が
鴨
長
明
に
見
た
も
の
」

Ａ
三
村
晃
功
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
お
け
る
出
典
注
記
の
謎
ｌ
「
歌
林
良
材
」
を
め

ぐ
っ
て
ｌ
」

宇
和
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
二
○
一
五
・
一
○
・
一
七
～
一
八
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
つ
ど
い
．
ま
な
び
．
あ
そ
び
ｌ
宇
和
島
文
化
探
訪
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
宇
和
島
再
発
見
１
人
・
文
化
・
学
問
」

ｃ
今
後
の
活
動
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・
神
楽
岡
幼
子
氏
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
福
田
安
典
氏
の
発
表
が
組
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
福
田
氏
の
発
表
は
、
右
に
示
し
た
通
り
、
研
究
会
第
一
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、
宇
和

島
に
お
け
る
旺
盛
な
文
化
活
動
と
書
物
の
豊
富
さ
の
分
析
、
お
よ
び
そ
の
紹
介
が
な
さ

れ
る
計
画
で
あ
る
。

な
お
、
本
基
幹
研
究
の
開
始
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
た
こ
の
企
画
は
、
右
に
述
べ
た
通

り
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
諸
氏
は
も
と
よ
り
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
小
助
川
元
太
氏
に
、
共

催
の
愛
媛
大
学
・
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
と
の
調
整
、
後
援
を
頂
く
地
元
の
公
私
諸

機
関
と
の
連
絡
等
に
多
大
な
助
力
を
頂
い
た
。
ま
た
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
海
野
圭
介
氏
に
は

調
査
収
集
事
業
と
の
関
わ
り
か
ら
、
種
々
の
援
助
を
お
願
い
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
。

さ
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
文
芸
・
宗
教
に
お
け
る
九
州
ｌ
〈
中
央
〉
と
〈
地

方
〉
の
関
わ
り
か
ら
ｌ
」
と
題
し
て
、
テ
ー
マ
の
〈
中
央
〉
と
く
地
方
〉
の
問
題
を
九

州
地
域
を
対
象
に
考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
九
州
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
「
九

州
担
当
」
の
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
成
果
を
示
す
た
め
で
は
な
く
、
異
な
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
九

州
」
を
総
合
的
に
論
ず
る
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
関
東
地
区
担
当
（
Ａ
）
か
ら

石
澤
一
志
氏
、
寺
院
の
学
芸
担
当
（
Ｄ
）
か
ら
高
橋
秀
城
氏
、
九
州
地
区
担
当
（
Ｃ
）

石
澤
一
志
氏
、
寺
院
の
学
芸
担
当
（
Ｄ
）

か
ら
鈴
木
元
氏
に
発
表
を
お
願
い
し
た
。

以
下
の
掲
載
論
に
明
ら
か
な
通
り
、
石
澤
氏
は
、
九
州
探
題
を
務
め
た
「
今
川
了
俊
」

の
研
究
状
況
と
そ
の
資
料
、
高
橋
氏
は
、
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
の
「
坊
津
一
乗
院
」

※

が
蔵
す
る
典
籍
群
と
本
院
の
存
在
意
義
、
鈴
木
氏
は
、
熊
本
菊
池
市
で
興
行
さ
れ
た
「
菊

池
万
句
」
の
解
析
と
そ
れ
に
基
づ
く
諸
問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
詳
細
な
調
査
に
基

づ
く
三
氏
の
分
析
及
び
考
察
と
、
そ
の
咀
囑
の
上
に
な
さ
れ
た
く
中
央
〉
と
〈
地
方
〉

の
関
係
の
捉
え
直
し
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新
見
に
富
み
、
手
垢
の
着
い
た
課
題
と
さ
れ
や
す

い
こ
の
テ
ー
マ
は
、
な
お
種
々
の
角
度
か
ら
の
追
究
が
有
効
で
あ
り
、
日
本
文
学
及
び

日
本
文
化
を
総
合
的
に
捉
え
返
す
た
め
に
有
益
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
頂
い
た
。

後
半
の
討
論
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
興
味
深
い
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
観
点

を
異
に
す
る
立
場
か
ら
の
貴
重
な
知
見
が
提
出
さ
れ
た
。
担
当
さ
れ
た
三
氏
と
と
も
に

質
疑
応
答
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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